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関東大震災１００年 

朝鮮人虐殺犠牲者追悼と責任追及の集会への参加要請 

 

台風 7号関東地方の直撃は避けられましたが、大雨の被害は各地で報告されて

います。皆さまのところはいかがでしたか。会員の皆さんに被害がなければよ

いのですが。 

さて今年 9月 1日で関東大震災及び朝鮮人虐殺から 100年を迎えます。 

平和フォーラムは「関東大震災 100年‐朝鮮人虐殺犠牲者追悼と責任追及の行

動実行委員会」を様々な仲間と連帯して結成し、これまで 4回の集会やフィー

ルドワーク、院内集会を開催してきました。 

「朝鮮人虐殺に関しては、山川出版社の「詳説高校日本史」でも「関東大震

災後におきた朝鮮人・中国人殺傷事件は、自然災害が人為的な殺傷行為を大規

模に誘発した例として日本の災害史上、ほかに類をみないものであった。流言

により多くの朝鮮人が殺傷された背景としては、日本の植民地支配に対する抵

抗運動への恐怖心と、民族的な差別意識があったとみられる」と記載されてい

ます。しかし、日本政府は、朝鮮人に関するデマの発信や警察・軍隊による虐

殺に関して「調査した限りでは、政府内にその事実関係を把握することのでき

る記録が見当たらない」との理由で「『遺憾の意を表明』する予定はない」と

いう立場を表明してきました。このような姿勢が、虐殺はなかったとの歴史修

正主義を許し、小池百合子東京都知事のように朝鮮人犠牲者追悼式への追悼文

の送付を止めるという暴挙を招いています。 

 植民地主義は、2001年の国連ダーバン宣言において「それは非難され、その

再発は防止しなければならないことを確認する」とされています。戦前の社会

から引きずる「植民地主義・差別」が、朝鮮高校への授業料無償化排除や入管

法改正などに見られる在日外国人への差別を誘発する原因となっています。平

和フォーラムは、植民地主義の払拭こそが日本社会の人権を確立し、東北アジ

アでの日本の未来を切りひらくものと確信します。」（平和フォーラム） 

 上記実行委員会は、9月 1日当日に集会等を開催します。 



 私たち日退教も来る 10月 12日、五者学習会において「関東大震災時朝鮮人

虐殺はいつどこで起こったのか」というテーマで田中正敬専修大学教授の講演

を予定しています。前段の学習の意味も込め、本集会開催に協力いたしますの

で、各単会のみなさまの積極的な参加を要請します。 

 

記 

 

東大震災 100年 朝鮮人虐殺犠牲者追悼と責任追及の集会 

1 日  時  9月 1日（金）18時 30分  

2 会  場  銀座ブロッサム中央会館 

       （有楽町線新富町駅 1番出口、日比谷線・都営浅草線東銀座駅

5番出口） 

3 次  第 

①朗読劇（朝鮮大学校生） ②開会宣言 ③黙祷 ④主催者挨

 拶  ⑤連帯挨拶 ⑥問題提起  ⑦遺族からの証言（日

本・韓国）⑧合唱と訴え（東京朝鮮中高級学校学生） ⑨各界

スピーチ ⑩政府要請文採択                              

                  

4 主  催  関東大震災 100年 朝鮮人虐殺犠牲者追悼と責任追及の行動実

行委員会 

 

5 参加要請  関ブロ近県単会 希望者 

       （事務局は参加します。会場で対面できなかったときは後日参加

人数をお知らせください） 

 

6 その他   9月 2日（土）には国際シンポジュームが開催されます。こち

らは紹介とさせていただきます。（3面参照） 

以上 

 

銀座ブロッサム 中央会館 

        中央区銀座 2-15-6 

     連絡先 TEL 03-3542-8585 

 

              銀座ブロッサム周辺案内図 QRコード → 

 



（紹介） 

国際シンポジウム          

  日  時  9月 2日（土）13時開場 13時 30分開会 

  会  場  連合会館２階 大会議室 

    次  第 

① 主催者挨拶  

② 連帯挨拶（韓国）  

③ シンポジウム 

          問題提起 佐野通夫（コーディネーター・東京純心大学教授）          

          報  告  ⅰ）「二つの国の作家が観た関東大震災と朝鮮人虐殺」               

                キム・ウンギョ（金應教）（淑明女子大学教授）                              

ⅱ）「関東大震災時の朝鮮人虐殺と否定論の諸問題」 

                 チョン・ヨンハン（鄭永桓）明治学院大学教授                     

                ⅲ）「米国における虐殺否定論（ラムザイヤー論文批判）

とジェノサイドへの対応」 

                       リ・ジンヒ（Lee Jinhee）（米国イースタン・イリノ

イ大学教授）         

休  憩      

               ⅳ）「在日朝鮮人運動による関東大震災朝鮮人虐殺の真相

究明・責任追及」  

             チョン・ヨンス（鄭永寿）さん（朝鮮大学校講師）                

                    ⅴ）「国際法から見た関東大震災ジェノサイド」                      

                       前田朗さん（東京造形大学名誉教授）                             

         総合討論  「朝鮮人虐殺事件の解決と植民地主義の払拭」                         

④まとめ・閉会 

    

 主  催  関東大震災 100年 朝鮮人虐殺犠牲者追悼と責任追及の行動実行委員会 

 


